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鳥人間コンテスト選手権大会 
===================================================== 

 

－讀賣テレビ放送株式会社主催、日本航空協会後援、エクスペリメンタル 

航空機連盟、日本ハンググライディング連盟及び日本航空宇宙学会の 

協賛で、毎年７月下旬に琵琶湖東岸 松原水泳場に於いて実施されている。 

－第１回鳥人間選手権大会は１９７７年７月に開催され、其の後２００３年迄 

実に２７回の実績をあげている。最初は滑空機部門のみで、滑空距離を競う

事であったが第９回大会より人力飛行機部門が併設され今日に到っている。 

－滑空距離の記録は第１回の８２．４４ｍから回を重ねる毎に順調に記録を 

延ばし、実に第２５回大会では４１７．４９ｍに達した。今後更に好記録が期待

される。 

 人力飛行機部門では、第２２回大会に於いて、２３．６９ｋｍの大記録で琵琶

湖の対岸迄飛行した。 

 今回は滑空機及び人力プロペラ機部門に焦点を当て、第２５回大会優勝 機

について技術的解析を通して鳥人間大会参加機の機体設計、製作の２５年間の

軌跡をたどってみた。 

 

 

 


